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マルコ福音書14章から16章の分析  
マルコ福音書の14章から16章では、イエスの十字架と復活の出来事が中心的に描かれています。この部分を
理解するためには、前の段落である8章27節から10章52節の内容を振り返ることが重要です。そこでは、
「命を捨てる者が栄光を受ける」というテーマが語られており、弟子たちが「誰が一番偉いか」と話し合う
中で、イエスが「3日目に復活する」と予言する場面が2回登場します。具体的には、8章31節と10章33節か
ら34節です。特に10章33節から34節では、イエスが次のように予告しています。「見よ、私たちはエルサレ
ムに上っていく。人の子は祭司長や律法学者に引き渡され、彼らは死刑を宣告する。それから異邦人に引き
渡され、嘲られ、鞭打たれ、殺される。そして3日後に復活する。」この予言が、14章から16章で具体的に
実現していくのです。

次の段落である11章から13章では、イエスが平和の王としてエルサレムに入り、古い神殿を裁く場面が描か
れています。そして、14章から16章では、イエスが十字架にかけられ、復活する出来事が展開されます。10
章33節で「エルサレムに行く」と言った予言は、14章から16章でイエスが十字架にかかり、復活するという
形で成就します。また、11章から13章では、イエスが「3日後にご自分の体である神殿を建てる」と予言し
ており、これが14章から16章の十字架と復活の出来事と結びついています。具体的には、14章と15章でイエ
スが祭司長や律法学者に引き渡され、異邦人であるピラトに引き渡されて「ユダヤ人の王」として殺され、
16章で3日目に復活するという流れです。さらに、14章と15章では「神殿を壊して3日で建てる」という言葉
が偽証として登場しますが、これはイエスの復活が新しい神殿の建設を象徴していることを示しています。
そして、11章から13章では、この新しい神殿が教会として完成し、新しい天地が始まるという未来が示唆さ
れています。

「引き渡す」という言葉とその意味  

この部分で注目すべきは、「引き渡す」という言葉です。この言葉は「裏切る」という意味でも使われ、14
章から15章で10回以上登場します。イエスの十字架の苦しみは、裏切られ、引き渡されることと深く結びつ
いています。例えば、14章では祭司長や律法学者に引き渡され、15章ではピラトに引き渡されて殺されま
す。この「引き渡す」というテーマは、弟子たちにも向けられており、11章から13章では主の日に信じる者
たちが十字架を負い、忍耐するようにと教えられています。

ヨシュア記との関連  

この十字架と復活の出来事は、ヨシュア記3章から5章と関連しています。ヨシュア記では、イスラエルの民
がヨルダン川を渡って約束の地に入る際の過ぎ越しの祭りが描かれています。エジプトからの脱出を記念す
る過ぎ越しとは異なり、ヨシュア記の過ぎ越しは、古いカナンの地からヨルダン川を渡って新しい約束の地
に入るという意味を持っています。マルコ福音書14章から16章では、イエスが新しいヨシュアとして、民を
古い天地から新しい天地へと導き出す役割を果たしていると解釈できます。
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例えば、16章の復活の場面で「石が転がしてある」という描写は、ヨシュア記4章でヨルダン川を渡った際
に12の石の柱を立てた出来事を連想させます。この石の柱は、ギルガルという場所で記念として立てられた
もので、「転がす」という意味を持つ名前です。また、復活の場面では墓の石が転がされ、白い衣を着た者
が現れる描写があり、契約の箱を連想させます。さらに、イエスが弟子たちに「目を覚まして祈りなさい」
と命じる場面は、出エジプト記12章の過ぎ越しの夜に神が「寝ずの番」をして民を守ったことを思い起こさ
せます。女たちが復活の場面で「恐れて震えながら逃げ去る」という描写も、ヨシュア記4章で民が新しい地
に連れ出された際の反応と似ています。

イエスの神性を示す場面  

14章でイエスが大祭司に「あなたは誰か」と問われた際、「私はそれである」と答える場面があります。こ
れは、出エジプト記3章でモーセが神に「あなたは誰ですか」と尋ねたときに「私はある（I am）」と答えた
神の言葉を連想させます。イエスはここで、ご自分が神であると宣言しており、大祭司が衣を引き裂く反応
もその衝撃を示しています。

ベタニアの女と神殿の幕  

14章の冒頭では、ベタニアの女がイエスの頭に高価なナルドの香油を注ぐ場面があります。これは聖なる注
ぎの油を連想させ、イエスが聖別され、埋葬の準備がなされていることを示しています。聖なる注ぎの油に
ナルドが含まれているかどうかは定かではありませんが、高価な油でイエスを聖別する行為として重要で
す。また、15章で神殿の幕が裂ける場面は、出エジプト記26章の幕屋の幕や、マルコ福音書1章で天が裂け
て聖霊が下った出来事と共通しています。これは、神と人の間を隔てるものが取り払われ、新しい時代が始
まったことを象徴しています。

「主の下僕」としてのイエス  

マルコ福音書全体のテーマである「主に仕える者が偉大である」というメッセージが、14章から16章でも強
調されています。イエスは主の下僕として忠実に仕え、民を救い出します。これは、ヨシュア記24章でヨ
シュアが「私は主に仕える」と宣言し、民に忠誠を求めたのに対し、民が後に主を捨てて他の神々に仕えた
出来事と対比されます。イエスの十字架では、弟子たちやユダヤ人、異邦人が主を捨て、引き渡す姿が描か
れます。これは詩篇22篇の「我が神、我が神、どうして私を捨てたのか」という叫び（マルコ15章34節）と
もつながります。イエスは新しいヨシュアとして、主に仕える者として十字架と復活を果たし、民を新しい
約束の地に導きます。主に仕えれば過ぎ越されて復活し、主を捨てれば滅びるという選択が示されているの
です。

まとめ  

マルコ福音書14章から16章は、イエスが新しいヨシュアとして十字架と復活を通じて民を古い天地から新し
い天地に連れ出す物語です。ヨシュア記3章から5章の過ぎ越しの祭りと照らし合わせると、イエスの役割が
より鮮明になります。イエスは主の下僕として忠実に仕え、主に仕える者こそが偉大であるというテーマを
体現しています。この分析を通じて、イエスの予言、苦しみ、復活、そして新しい神殿の建設がどのように
結びついているかを理解することができるでしょう。
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